
３-4章 ２次関数            年  組  番 氏名（             ） 

あ  次の条件とき、変化の割合を求めなさい。 

 

 

 

 

 

①         について、 

𝑥 が－3から－1まで増加したとき 

 

 

 

②          について、 

𝑥 が 1から６まで増加したとき 

 

 

 

③        について、 

𝑥 が 1から 4まで増加したとき 

 

 

 

④           について、 

𝑥 が－6から 2まで増加したとき

 

 

 

 

 

 

⑤         について、 

𝑥 が－1から 7まで増加したとき 

 

 

 

⑥           について、 

𝑥 が２から６まで増加したとき 

 

 

 

⑦         について、 

𝑥 が－5から 10まで増加したとき 

 

 

 

⑧        について、 

𝑥 が２から６まで増加したとき 

 

 

  

２８．２次関数と変化の割合（公式の利用） 

𝑦 = 𝑎𝑥2について、  𝑥 が  𝑝 から 𝑞 まで増加するとき、 

変化の割合は 𝒂(𝒑 + 𝒒) となる。 
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